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成 果 の 概 要 

 

 国内の貨物輸送量 (重量) は全体として減少傾向にあるが，Amazon，楽天を

始めとするインターネットを介した通信販売による取り扱い個数は指数関数的

に増大している現状がある．また，輸送に用いるトラックなどの輸送車は，大

型車の変化は少ないものの個人用の小型車は大きく減少している傾向が見られ

る．このような物流業を取り巻く環境は今後大きく変化していくことが予想さ

れ，（人的などの）限られた資源の中で最大限の効果を得ることが重要である

と言える．本グループ研究では物流などのモデルを数理的に捉え， 

 1. 道路網や通信網など「網」を数学的に表記する「ネットワーク」上での「も

のの流れ」を扱い 

  2. 理学におけるエネルギー最小化問題、工学・経済学由来のコスト最小化問

題など         

に関連する最適化問題として精査することを目標とした．主に， 

 1. 連続モデルとして、モデルを偏微分方程式としての定式化・解析 

  2. 離散モデルとして、一般化フロー問題とその関連分野の研究 

に焦点を当てて研究を進めた． 

 

研究し進めるにあたりチームは 

    中山 明，藤本 勝成，笠井 博則，中川 和重 

と編成した。 

 1. 一般化フロー問題の研究は，これまで数多くの研究がなされてきたが，最

適解を求めるアルゴリズムの計算量が強多項式となるかは，未解決問題の一つ

として知られている．ただし，問題の中に容量関数をもたない場合は，1991年

のAdlerとCosaresによる強多項式アルゴリズムが知られていた．この論文では，

容量つきの一般化フロー問題も制約条件の係数行列がレオンチェフ行列と深い

関係にあることを示した。 

 2.ネットワークにグラフ上の関数を導入しそこでの基本モデルを構成した．そ

の上に於いて，対応する行列の固有値の挙動について解析を行った． 

 3. 利得配分の枠組みの文脈における「Population Monotonic Allocation 

Scheme(PMAS)」は，提携の拡大・形成を導く利得配分であり，かつ，これら 

は，コアに含まれることが分かった．これらは，利得配分の存在性に関する定

理を与えるという新たな重要な研究の方向性が得られた． 
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